
提

出

者

井

上

和

雄

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

五

六

号

医
師
の
資
質
及
び
養
成
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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医
師
の
資
質
及
び
養
成
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
今
、
医
療
事
故
及
び
過
誤
等
が
多
発
し
、
医
師
の
資
質
と
医
学
教
育
等
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
国
民
が
安
心
し
て
受
診

で
き
る
体
制
を
改
め
て
考
え
直
す
べ
き
時
期
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
現
状
に
鑑
み
、
医
療
問
題
全
体
に
関
す
る
適
切
な
対
処
を
確
保
す
る
た
め
、
政
府
の
所
見
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

第
一

医
師
の
資
質
に
つ
い
て

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
は
、
「
医
師
の
任
務
」
と
し
て
、
国
民
の
健
康
な
生

活
を
確
保
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
、
同
法
第
二
条
及
び
第
六
条
に
基
づ
き
、
医
師
国
家
試
験
合
格
者
は
同
法
第
七
条
に
抵
触
し
な
い
限
り
、

生
涯
に
お
い
て
医
師
免
許
は
有
効
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
精
神
科
医
が
外
科
医
と
し
て
執
刀
す
る
こ
と
も
物
理
的
に
は
可

能
で
あ
ろ
う
。

深
刻
化
す
る
医
療
事
故
及
び
過
誤
等
が
発
生
す
る
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

一



な
お
、
米
国
等
で
は
、
州
ご
と
に
医
師
免
許
が
交
付
さ
れ
、
定
期
的
に
講
習
等
を
受
講
し
、
か
つ
、
更
新
試
験
を
受
験

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と
把
握
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
結
果
を
様
々
な
媒
体
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
る
と
い

う
。以

上
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
医
療
事
故
及
び
過
誤
等
を
抑
止
す
る
と
い
う
観
点
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

第
二

全
国
私
立
大
学
医
学
部
（
自
治
医
科
大
学
及
び
産
業
医
科
大
学
を
除
く
。
）
の
実
態
に
つ
い
て

一
般
に
私
立
大
学
医
学
部
で
は
、
年
間
平
均
一
千
万
円
程
度
も
の
学
費
が
必
要
と
さ
れ
る
。

一

全
国
、
私
立
大
学
医
学
部
の
初
年
度
平
均
納
付
額
・
最
高
納
付
額
（
学
校
名
を
含
む
）
・
最
低
納
付
額
（
学
校
名
を
含

む
）
及
び
卒
業
ま
で
の
平
均
納
付
総
額
・
最
高
納
付
総
額
（
学
校
名
を
含
む
）
・
最
低
納
付
総
額
（
学
校
名
を
含
む
）
を

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
上
、
ご
く
一
部
の
経
済
・
社
会
的
に
恵
ま
れ
た
者
だ
け
に
教
育
を
受
け
る
機
会
が
与
え
ら
れ

て
い
る
不
平
等
な
現
状
に
対
し
て
政
府
の
見
解
及
び
施
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

全
国
私
立
大
学
医
学
部
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
寄
附
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
旧
文
部
省
は
、
昭
和
五
十
二
年
九
月

「
私
立
大
学
医
・
歯
学
部
に
お
け
る
入
学
に
関
す
る
寄
附
金
の
収
受
等
の
禁
止
及
び
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
等
に
つ
い

二



て
」
、
同
五
十
六
年
五
月
「
私
立
大
学
医
学
部
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
等
に
つ
い
て
」
、
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し

て
い
る
。

�

平
成
十
五
年
度
、
全
国
私
立
大
学
医
学
部
に
お
い
て
寄
附
金
を
募
っ
て
い
る
学
校
数
・
当
該
寄
附
金
の
平
均
額
及
び

最
高
額
（
学
校
名
を
含
む
）
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
上
、
私
立
大
学
医
学
部
に
お
け
る
多
額
の
寄
附
行
為
に
関

し
、
多
額
の
寄
附
金
を
求
め
て
い
る
と
さ
れ
る
医
学
部
の
実
状
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

当
該
寄
附
取
扱
い
に
関
し
、
前
述
の
旧
文
部
省
か
ら
の
通
知
以
後
、
平
成
元
年
以
降
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に
対
し

て
何
ら
か
の
対
処
ま
た
は
指
導
等
が
な
さ
れ
た
か
、
指
導
等
が
な
さ
れ
た
事
例
が
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た

上
、
違
反
事
実
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
か
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

�

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
各
私
立
学
校
か
ら
の
当
該
寄
附
に
関
す
る

報
告
等
は
、
厳
正
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

政
府
は
、
私
立
学
校
に
お
け
る
当
該
寄
附
に
係
る
金
員
の
使
途
の
詳
細
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

三



三

教
育
を
受
け
る
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
、
社
会
経
験
を
経
て
、
明
確
な
目
的
意
識
を
有
す
る
者
に
も
門
戸
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
ひ
い
て
は
、
医
療
過
誤
の
減
少
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
い
よ
い
よ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の

必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

政
府
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
い
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

第
三

国
民
の
健
康
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
医
師
の
資
質
等
の
向
上
に
係
る
諸
課
題
の
解
決
及
び
対
策
に
つ
い
て
政
府
の
見

解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


